




































































































な先所与性 Vorgege benhei tである 0 ・…・・全体としての世界は、常に既




















































そのものであり、能動性における一種の受動性 ein Art Passivitat in 






















































































































































































存Lたことから生じる。J(VI. p. 237) 














ゲシュタルトは開け ouvertureなのだ。J(VI. p.235) 
18 
「従って形態化とは、…・・・(動詞的な)Wesen、現成する esterという
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二つの志向性 19 
mard，) 1945. 
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1m・Gri任behaltenと区別せずに用いている。 (cf.PP. p.476) 
4) le Journal de psychologie normal et pathologique， 1936， No. 9-10， nov.-
dec.， pp. 756-761.に1936年、掲載された。
cf. T.F. Geraets， Vers une nouvelle philosophie transcendantale. La genese de 
la philosophie de Merleau-Ponり Jusqu~占 la phenomenologie de la perception， 
Martinus Nijhoff， 1971， p.28. 
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